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＜連絡事項＞

・12/2(水)・12/3(木)第6回院内研修について

時間：17:15～17:45　場所：メモリアルホール
テーマ：「精神科における医療安全管理」　　講師：村松　健吾氏

・12/25（金）法人忘年会開催。不参加の方は、12/11（金）までに不参加届けを提出すること。
・職員のマイナンバー制度についてのアンケート実施。12/14(月)までにメールで回答すること。

・12/30（水）納会開催。17:15より、メンタルケア病棟3階会議室・ホールにて開催。当日出勤職員は必ず参加すること。ビンゴカードは12/14より販売予定。
＜利用者様情報＞

・野月　利章様～7：55母様より電話があり、交通事故に遭い「車の横をぶつけられた。後ろ側が酷いので、誰か来れませんか？」とのこと。症状について、母様は胸の痛みがあり、利章様は「痛い」と叫んでいると話している。警察と救急車は連絡したとの事で到着するまで待ち、総合病院の受診を勧め、一旦電話を切っている。再度、母様より連絡あり「先ほどは自分ではどうすれば良いかわからず連絡しましたが、主人に連絡がつき、来てくれたので大丈夫です」とのこと。怪我について確認すると「今、救急室にいますのでわかりません、また後で連絡致します」と話している。その後本人より連絡あり、入院拒否し来所するとのこと。こちらでは怪我の対処が十分に行えない事、万一の事がある為、今日は静養するよう伝えている。その後、当院外来受診。医師からは市民病院にて一泊するよう勧め市民病院に情報交換している。本人は「脱走するかもしれない」と話しているが市民病院でも見ていくとのこと。本人は、明日当院入院を希望しており、12/3（木）13：30当院診察予定となっている。
・関川　彰　様～本日利用開始となる。顔見知りの方と表情良く、交流を持ち過ごしている。自身で参加したいプログラムに自主的に参加している。「作業とかエアロビとか脳や身体にいい運動になりそう」と話しており、作業療法やエアロビに今後も参加していきたいとのこと。

・川村　享　様～「いとう整形受診時に身体の痺れについて話したが、注射を打っただけで何も言わなかった。今でも後頭部から首に掛けて、痺れがある」と話している。プログラムにはいつも通り参加しており、不調の訴えない。様子確認し、不調等の訴えあった際には対応していく。
・大釜　万知様～特定相談支援事業所オードリーより情報提供あり。11.30青山荘退所後、就労継続支援B型施設ソーシャルワークエックスの利用を開始。本人希望で、今後デイケアを利用せず、月～金曜日の週5日間利用していくとのこと。就労継続支援施設利用に伴い、本日付けでデイケア利用終了となる。

・本多　富美様～昼食後の体温37.7℃であり、状況を確認。咳や鼻汁といった風邪症状が長期間続いていると話している。発熱があり、他利用者様への感染の恐れもある為本日は帰って休むよう伝えるが、家族がすぐには迎えに来られないとの事で、静養室で休まれている。午後もバイタルや体調を確認していく。
・千葉　輝夫様～12/1入浴の前後に血圧測定し、入浴は男性スタッフ見守りで実施している。血圧は150台/80～90台で、特に問題なく入浴できている。迎えに来た息子様に入浴時の状態を伝えている。息子様より、降圧剤によるものではないかと話されているが、考えられないことと説明している。息子様としては今後も出来るだけデイナイトケアを利用し、食事や入浴して欲しいと希望している。今後の対応としては、体調変化の恐れもあるため1人での入浴はせず、デイナイトケア利用者と一緒に入浴していただくこととしている。

・馬渡　武光様～昨日、他者の発言に対し敏感に反応し、表情硬くすることがある。本日は表情良くプログラムに参加できている。プログラム(コグニサイズ）では、隣に座った利用者様に、歌と合わせて手の動きを教えている。隣の利用者様ができるようになると、笑顔見られている。今後も様子観察していく。
・袴田　淑子様～来所後、体温測定を終えると腹痛の訴えあり、静養室で休まれている。バイタル異常はなく、表情穏やかに体調について話している。その後、排便あり腹痛は軽減されたとのこと。排便状態を確認すると、「一週間位でてないかなぁ」と話しているが、青風荘スタッフへ確認すると2日前に排便があったとのこと。1時間程休まれると、プログラムへ参加されている。今後も、体調確認し様子観察していく。
・鹿原　博夫様～12/1来所後や夕食時に小声での独語や空笑みられており、スタッフの話し掛けにも反応しないことがある。その後、今月の調理実習の内容についてスタッフと笑顔で話している。疲労感を確認すると「大丈夫だ」と話しており、疲れた時には休養しながら過ごすよう伝えると「はい」と穏やかに返答し、定時まで過ごしている。今後も様子観察していき、生活状況等の確認をしていく。
・八木橋牧雄様～12/1来所時、血圧149/100mmHg、脈拍76回/分、体温37.0℃。酒臭はなく、手指振戦は変化ない。肩凝りや後頭部痛の訴えはない。以前聞かれていた全身の痛みは良くなったと話している。18:30血圧145/100mmHg、脈拍86回/分、体温37.0℃。19:30血圧134/91mmHg、脈拍76回/分、体温37.1℃。具合が悪いときはスタッフに相談するよう伝えている。その後は不調の訴えなく、スタッフと笑顔で会話したりテレビを見たりして落ち着いて過ごしている。引き続き、身体不調などの訴えを傾聴し様子観察を行っていく。

＜外来情報＞

・青木　紀子様～採血、尿検査実施。インフルエンザ予防接種施行。
・平　　京子様～採血、尿検査実施。
・番沢　政勝様～インフルエンザ予防接種予定だったが、鹿内内科受診予定であるとの事で、予防接種は次回受診時に延期している。
・板橋　利美様～胸部レントゲン撮影実施、特に問題なし。便秘の訴えあり、カマ(0.5)　
　　　　　　　　1×夕追加。12/16インフルエンザ予防接種予定。
・磯島　貴広様～採血実施。水虫あり、ケルガー錠1T 1×夕処方。
・本多　富美様～風邪症状あり、PL散処方。
・倉橋　生子様～胸部レントゲン撮影実施、特に問題なし。12/16インフルエンザ予防接種予定。足が重いとの訴えあり、レボトミン(5)1T 1×夕中止となる。
・成田　早紀様～インフルエンザ予防接種施行。
・繁名　和恵様～風邪症状、下痢、吐気、腹痛あり、PL散3P ミヤBM3P 3×7T処方。
・野月　利章様～本日交通事故に遭い、青南病院受診したが、担当医より事故後であり市民病院への入院を勧められ、本日より1泊の入院予定。本人は脱走するかもと話していたとの事だが、対応は市民病院へ依頼。12/3(木)13:30　青南病院受診予定。本人、母様は青南病院への入院を希望しているが、入院になるかは未定。

＜勉強会＞集団について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶長　孝太
集団力動について

　ひとが集まり集団が生まれる。そしてひとの集まりから生まれた集団が「個人の総和を超えた力」をもち、集団を構成する個々の人に影響を与える。集まった個人の心の中では、集団の影響による様々な力（生物・心理・社会的）がはたらき、個人に変化をもたらす。さらに変化する個人の影響が集団におよび、集団も変化する。

個々の人と集団の相互の影響が繰り返され、個人も集団も共に変化していく。

個々人の中で様々な力が働いている状態を個人力動という。

集団と個人の相互の作用により、集団に生まれる様々な力関係を集団力動という。

個々の人が集団から影響を受けて変化していく過程を個人プロセスといい、ひとの集まりとして集団が変化していく過程を集団プロセスという。

集団を構成している個人の力動が集団力動を動かし、その集団力動が個人力動に作用し、個人プロセスと集団プロセスが相互に作用しながら集団は展開していく。


①成員間の相互作用

　集団内のスタッフ間、スタッフと参加者間、参加者同士の力動の影響のこと。援助、指導、強力、共同、協調、模倣、依存、従属、拒絶、無視、反抗、攻撃、競争など様々な力動が生まれる。

作業や作業活動を媒介とした集団のほうが、言語だけを媒介とした場合に比べてより具体的な行動として現れやすい。

②個に作用する集団の力

　集団がその集団に所属する個人に働く力で、プラスに働くこともあれば、マイナスに働くこともある。

　プラスの力：自己尊重感を抱かせる。所属欲求を満たす事で、不安や緊張を和らげ安心安全の最保障をする。

　　　　　　⇒このような力は集団が安定し、成熟した状態で作用する。

　マイナスの力：「全員一致でなければならない圧力」を受けたり、主体性や独自性を発揮できなくなる。

　　　　　　　　自分を受け入れてもらえず、身体化や行動化が生じる事もある。

　　　　　　　⇒集団自体が不安定で、集団の安定を保とうとする集団防衛が働いているときや、特定の強い集団基準を持っている場合に作用しやすい。

　　　　　　　⇒マイナスの力は、すべてがマイナスではなく、集団の凝集性を高めたり、所属感を高め個人の安定に作用する事もある。

③集団外の個と集団との相互作用

　所属する集団がその集団外の個人の影響を受ける場合集団の成員が間接的に受ける影響

④集団間の相互作用

　所属する集団が他集団からどのようにみられているかといった集団間の力動が集団の

成員に与える影響

集団に対する個の反応

ひとは集団の中で他の成員との交流のありよう以外に、集団全体に対しても特有の反応（集団内行動特性）をみせる。

集団内行動特性

・集団適応：自分の欲求が集団のものと一致する場合に合わせ、異なる場合には集団に働きかけるよう対等に関わる反応。最も安定した集団との距離を保った反応といえる。

・集団順応：集団に対し、賛成や反対の気持ちを積極的に示さず、その集団にあわせる反応。

・集団協調：集団に積極的に合わせ協力する反応。

・集団無視：集団に関心を示さず、ただ形式的に所属する反応。本当に関心が向いていない時と強い関心の裏返しである反動形成の場合がある。

・集団回避：自分の欲求が集団と合わない場合、直接働きかけたり、集団に積極的に参加せず避けることで不安や葛藤を引き起こさないようにする反応。

・集団批判：集団に批判的な言動をとることで自分を位置づけ、建設的な言動を示さない反応。集団に対する依存の一形態。

・集団支配：集団そのものを支配しようとする反応。支配できない場合は集団を批判したり、反発したり、拒否に変わる。

・集団拒否：集団を意識するあまり、うまく集団に入ることができずに、集団から離れようとする反応。

・集団攻撃：集団批判よりもさらに積極的に集団そのものや成員に対して非難したりする反応。

・競争：集団そのものより成員やスタッフに対する反応の現れとして見られる反応。

・茶化し：集団そのものや成員、スタッフに対する反応。集団に上手く入れないときに見られる。

・孤立：茶化しなどと同様に集団に上手く入れないときに見られる反応。

・反発：集団そのものより成員に対する反応の現れとして見られる事が多い。集団に上手く所属できない事に対する抵抗として見られたりもする。

・個人依存：特定の個人と一緒なら集団の中で過ごす事が出来る状態。

・作業依存：何らかの作業を行う事で集団の中で過ごす事が出来る状態。

・状況依存：集団順応に近いが、その場の状況に身をまかせることで葛藤を避ける反応。
集団プロセス

　ひとの行動も集団のプロセスも、全ては相反するように見える対局から成り立っている。ひとでも集団でも、ある一つの方向に向かおうとする強い力が働いている場合、必ずその反対の力が働く。安定を求める力が強く働きすぎると、その安定を崩し変化を求めようとする逆方向の力動が働き始める。

　これらは、生体が常に内部のバランスを保ちながら心身の機能を維持している現象（ホ

メオスタシス）に似ている為、集団ホメオスタシスと呼ばれる。集団は双方向の揺れを伴

いながら、しだいに発達、成熟するプロセスを歩んでいく。
個人と集団の相互作用


①集団内における成員間の相互作用


②個と所属集団との相互作用


③集団外の個と集団との相互作用


④集団間の相互作用
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